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令和８年７月 

秩父市教育委員会　定例会　議事録 

 

 

開　　会　：　令和８年７月２９日(水)　午後１時３０分 

閉　　会　：　令和８年７月２９日(水)　午後２時２５分 

会 議 場　：　歴史文化伝承館５階第 1会議室 

 

 

出席委員　：　１番委員　　浅海　純一 

２番委員　　萩原　重範 

３番委員　　土橋　慶子 

４番委員　　根岸　和美 

 

出 席 者　：　教育長　　　　　　　　　　　　　　　前野　浩二 

事務局長　　　　　　　　　　　　　　山越　達也 

事務局次長兼学校指導監　　　　　　　飯野　芳伸 

事務局次長兼教育総務課長　　　　　　杉田　泰三 

学校教育課長　　　　　　　　　　　　峯岸　克典 

保健給食課長　　　　　　　　　　　　内海　典子 

文化財保護課長　　　　　　　　　　　伊藤　　暁 

　　　　　　　教育研究所長　　　　　　　　　　　　佐藤　紀子 

　　　　　　　市民部専門員兼生涯学習課長　　　　　内田　祥史 

 

 

書　　記　：　教育総務課主幹　　　　　　　　　　　中里　芳隆 
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１　開会宣言 

教 育 長　：　令和８年７月教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

 

２　署名委員の指名 

教 育 長　：　本会議の議事録署名委員として、１番委員及び２番委員を指名する。 

 

 

３　会議の公開 

教 育 長　：　本会議は、公開とすることでよいか。 

　　　　　　　　　　(「異議なし」の声あり) 

　　　　　　　　　　異議なしと認め、公開とする。 

 

 

４　前回会議の議事録の承認 

令和８年６月２５日に開会された６月秩父市教育委員会定例会議事録の概要の朗読を事 

務局が行い、出席者の異議なく承認された。 

 

 

５　報告事項 

(１)教育長及び各委員からの報告事項 

教 育 長　：　昨日、発災した「令和８年熊本地震」は、震度７を観測し、平成２８ 

年の熊本地震から１０年ほどの間にまた起こり、この度、亡くなられ 

た方々のご冥福と被災された方々に心よりお見舞いを申し上げる。 

市内小・中学校は、７月１７日に全ての学校で第１学期の終業式を 

行い、無事終了し、８月２４日まで夏季休業日となる。各学校の校長 

をはじめ教職員には、児童生徒の成長のために、尽力をいただくとと 

もに、保護者や地域の皆様には、学校教育への深い理解と協力をいた 

だき、感謝申し上げる。また、委員の皆様には、年度初めの儀式的行 

事や運動会・体育祭、学校訪問における授業参観など対応いただき、 

御礼申し上げる。 

秩父市の姉妹都市であるアメリカのアンチオック市への青少年の派 

遣が、７月２２日～８月４日までの日程で、中学生５名、高校生２名、 

引率教員１名、秩父市長と市担当者及び親善協会関係者で全日程ホー 

ムステイにより実施されている。市長と市担当者は既に帰国している。 

中学生の５名は、応募者の中から選考された秩父第一、尾田蒔、高篠、 

影森の４校から１名ずつと私立中学校から１名である。この事業は、 

市民部市民生活課が担当となり、両国親善協会の受け入れ可能な人数 

調整等により派遣人数が決まり、秩父市からは１名１０万円を補助し 
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ている。来年度は、交流６０周年を迎える。派遣された生徒の皆さん 

には、ホームステイにより、語学の習得や生活文化の体験をとおして、 

知識や視野を広げてほしい。来年度は、秩父市で受け入れとなる。 

今年も暑い夏休みが始まっているが、児童生徒には、交通事故や熱 

中症、水難事故等に遭わないよう気を付けてほしい。「早寝　早起き　 

朝ごはん」を励行し、規則正しい生活を心掛け、充実した休みを過ご 

し、８月２５日の第２学期始業式が心身ともに元気に迎えられるよう 

願っている。また、教職員においても、十分リフレッシュを図り、２ 

学期に備えてほしい。 

１ 番 委 員　：　１点報告する。 

７月１５日(水)に、埼玉会館で行われた埼玉県市町村教育委員会教 

育委員研究協議会に参加した。前半は、新しい学習指導要領改訂の方 

向性について、横浜国立大学の山本教授から講演があった。次期学習 

指導要領の方向性については、昨年１１月に、論点整理ということで、 

方向性がある程度出てきたが、その内容を更に突き詰めて解説をして 

いただいた。事例発表では、久喜市教育委員会から「デジタル学習基 

盤を活用した学びについて」の発表があった。久喜市は昨年度から、 

文部科学省のＧｏｏｇｌｅ　ｆｏｒ　Ｅｄｕｃａｔｉｏｎのパートナ 

ー自治体に指定されて、自立した学習者を育む授業観の転換や授業に 

おける生成ＡＩの活用について実践事例を行っており、その発表があ 

った。６年生の社会科の授業の発表では、生成ＡＩで織田信長と豊臣 

秀吉を作成して、どちらがより天下統一に大きく貢献したかという問 

いを児童が自分なりに根拠のある答えを持ちつつ、生成ＡＩ上の信長 

と秀吉の２人に問いかけ、それで、秀吉がそれに対して回答する。そ 

の中から自分の根拠ある答えが、正しかったとか、こういう根拠をも 

っと付け加える方がいいというアップデートしていく例が紹介された。 

１年生の国語では、文章を書くことが苦手な１年生で、生成ＡＩが発 

音した言葉を文章に置き換えて、それを今度は自分で文章に書き写す 

という授業を行っているということであった。書くことが難しいとい 

うところから書くことが楽しいという様に、小１の児童の発想が展開 

されたという例が紹介された。この授業教材研究には、教員が授業の 

研究に時間を費やすことになると思うが、どの単元で効果的に取り入 

れるかということで、全ての授業時間をこのようにする必要はないと 

は思うが、この実践事例が他の学校と共有されて、ＩＣＴの活用が効 

果的に進んで、有効に活用していければ良いと思った。 

後半は分科会に分かれて協議をした。私は、学校部活動の地域展開 

についての分科会に参加した。初めに県からの行政説明、その後上尾 

市の取り組みが報告された。上尾市ではバレーボールのⅤリーグのチ 

ームや多くの商業施設などから支援を受けて、部活動の地域展開がこ 
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れらを活用して、順調に進んでいることが解った。グループ協議では、 

久喜市、嵐山町、滑川町と秩父市の４市町で、研究協議を行った。そ 

れぞれの報告を聞いて感じたのは、久喜市は中学校は１０校、秩父市 

は８校と複数の中学校があるが、嵐山町は２校、滑川町は１校で、こ 

の２つの町は部活動地域展開に対する必要性を学校も地域もあまり感 

じていないため、進捗状況が遅いと話していた。先程の上尾市の例で 

はないが、地域格差があることを実感した。久喜市は、今年度、部活 

動の地域展開が８０％達成していて、来年度は１００％を目指すこと 

を話されていて、実情について、聞くことはできなかったが、かなり 

進んでるのではないかと思った。４市町で、共通する課題については、 

移動手段、指導者の確保、指導者の手当、生徒の活動費が、どうなる 

のかという話があった。この分科会の最後の総括の時間で、川越市が 

行ったアンケートでは、部活動を今後も続けていきたいと回答した教 

員の割合が非常に減少しているという話があった。また、滑川町でも 

２０代３０代の教員の８０％以上が部活動に嫌悪感を持っているとい 

うアンケート調査の結果があった。グループ協議の中でも、従来の部 

活動の意義役割は、評価しつつも、それと全く同じ形態では、地域展 

開は成立しないのではという認識があった。今までの部活動は、教員 

のボランティアで成立していた特別なものであり、新しい考え方を持 

たないと、地域展開は成立しないという話があった。私も、その辺り 

を踏まえる必要があると感じた。 

２ 番 委 員　：　２点、話をしたいと思う。 

１点目、夏季休業中の児童生徒、特に不登校等の児童生徒に対する 

サポートについて、意見を申し上げたい。 

連日暑い日が続く中、子どもたちが元気に登校して、部活動に参加 

している状況を見かける。また、昼過ぎに部活動や学校の活動が終わ 

り、子どもたちで学校付近が賑やかになる時間帯もあるが、皆元気に 

頑張っている。その光景を見る度に、一方で、あまり外出もせず、家 

に閉じこもったまま、また、子どもによっては、独りぼっちでずっと 

留守番をし、そのため心身共にストレスを抱えて、不健康な状況の中 

で夏休みを送っている児童生徒もいるのではないか。特に、１学期に 

ついて、前年度も長欠や不登校、病弱の生徒も含めて、また、問題を 

抱えている生徒たちが、夏休みをどう過ごしているのかが気がかりで、 

心配に思っている。こうした子どもたちへの支援は、継続的なサポー 

トが何よりも大切なので、教育委員会としても教育研究所をはじめ、 

一生懸命努力しているが、約６週間近い夏季休業中に学校現場の現状 

を把握し、各学校と連携をして、該当児童生徒、保護者への指導相談 

体制に、不足が出ないように取り組んでいただきたい。この夏季休業 

中、潜在的に不登校や長欠気味の生徒たちも過ごし方によって２学期 
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に向けて随分変わってくると思うので、長期休業中で先生方や教育委 

員会の先生方も、健康回復をしたいところではあるが、継続的なサポ 

ートに、取り組んでいただき、学校との相談にも応じていただきたい 

と思っている。 

２点目、夏季休業中の登校日についてである。以前は、夏季休業中 

に２日程度の登校日があった。全校登校日は、児童生徒の動向把握や 

生活面、学習面での中間チェックの意味もあり、指導等には、有効で 

あり、また、教職員にとっても、全員が顔を合わせて、打ち合わせが 

できる貴重な日であったと思っている。必要な連絡や情報交換、諸会 

議で、２学期に向けての準備日の意味もあり、貴重でできればあった 

方が良いのではないかと思う。今、先生方の働き方改革が進行してい 

る中で、言いづらい話ではあるが、私は１日２日程度の登校日が必要 

であると思う。学校現場では、連絡等が行われていると思うが、実際 

に学校に登校することが、難しければ、例えば全校集会、学年別集会、 

あるいはクラス別集会をリモート等で対応できないか、機会があれば 

学校現場の考えを聞いてほしいと思う。学校によっては、既にリモー 

ト等を使って実施をしている学校があるかもしれないので、現状把握 

をして、学校からの情報伝達の場や情報交換の場を作れると良いと思 

う。だから、リモートも活用できるようになってきているので、それ 

を活用しながら、夏休み中も継続的な指導ができないか考えていただ 

きたいと思う。 

３ 番 委 員　：　生乳の規格外れがあり、牛乳の提供がない日もあったが、夏休み直 

前まで給食を提供していただき、無事に１学期も終了となり、夏休み 

を迎えられて良かったと思う。 

７月初めに公開授業と引き渡し訓練があり、参加してきた。公開授 

業では４月の授業参観より落ち着いて、どの学年でも授業を受けてい 

る姿を拝見することができた。ただ、その日は蒸し暑く、教室は冷房 

が効いていて涼しいが、廊下は暑さ対策がないので、温度差が大きく、 

体への負担があるのではと感じた。校長先生とも、体育館も暑さ対策 

について、少し改善があると良いのではないかという話をさせていた 

だいた。そして、授業を体育館で行う学年もあったが、対策はされて 

いるものの、保護者から水を使った冷却は蒸し暑い時には、向いてい 

ないのではという声があった。今回の熊本の地震のように、避難所に 

なることを考えると、暑さ対策の必要性を感じた。 

２７日(月)の文化財保護課の「夏休み縄文時代体験教室」を見学し 

た。保護者と一緒に作ったり、高学年では自分で考えながら土器作り 

を楽しんでおり、粘土での型作りを終えて、次回２回目の焼きや火お 

こしをとても心待ちにしているようであった。理科の時も話したが、 

授業などで触れ、興味を持っている時にイベントがあると参加意欲も 
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高まるようなので、このようなイベントは続けていただけるとありが 

たいと思う。 

４ 番 委 員　：　秩父川瀬祭が開催され、各町会において多くの児童生徒が、お囃子 

や山車の曳き廻しなどで、生き生きと活躍されている姿を拝見した。 

地域の伝統文化を次の世代へ受け継ぐ担い手として、子どもたちが育 

っていることは、郷土への誇りや愛着を育む貴重な機会であると思う。 

また、酷暑の中ではあったが、地域の皆様が子どもたちを温かく支え、 

見守る姿にも接し、地域との繋がりや支え合いの大切さを子どもたち 

自身も実感する学びの場となったのではないかと思う。このように学 

校だけでは、得ることのできない体験が、秩父の子どもたちの豊かな 

成長に繋がっていくことを大変心強く思う。お祭りの翌朝、山車が曳 

き廻された通りを車で通ったが、前夜の名残りをいささかも感じさせ 

ないほどに清められていた。これは単にお祭りを楽しむだけではなく、 

秩父のお祭りや文化に向き合う矜持の表れとして、子どもたちにもこ 

の尊い志を繋いでほしいと感じた。 

夏休み期間中、児童生徒の皆さんが健康に十分留意し、事故や怪我 

がなく安全に過ごすこと、そして１人１人がさまざまな体験や出会い 

を通して豊かな経験を重ね、実り良い夏休みとなることを願う。 

 

(２)事務局からの報告事項 

事 務 局 長　：　コミュニティ懇話会について報告する。７月２７日(月)、市内８０ 

町会の町会長が集まるコミュニティ懇話会が行われた。市長、副市長、 

教育長、各部局長が出席し、はじめに各町会から推薦を受けた長年ボ 

ランティアをされた方について、ボランティア感謝状の表彰があった。 

その後、今年度退任された町会長への表彰と、市長から市政の運営や 

事業の報告があった。各部局での行事等の説明をそのあと行った。教 

育委員会からは、１学期の子どもたちへの町会での見守りのお礼とと 

もに、夏季休業中の子どもたちへの見守りについて、再度お願いをし 

た。水難事故や交通事故、非行など、子どもたちの気が緩む時期でも 

ある。教育委員の皆様方にも、温かい見守りをお願いしたいと思う。 

学 校 指 導 監　：　３点報告する。 

１点目は、６月１８日に行われた埼玉県教育局市町村支援部小中学 

校人事課の秩父市教育委員会訪問についてである。この訪問では、本 

市の学校管理に関わる概要説明を行うとともに、県からは、今年度か 

ら新規でスタートした県の教員養成の講義、実習についての説明、ま 

た初任者の育成、教職員の不祥事根絶、働き方改革の一層の推進、育 

児短時間勤務や部分休業への配慮等について、指導いただいた。併 

せて、秩父市教育委員会からは、県教育局への要望を伝えた。 

２点目は、東京都北区の小学校火災を受けての臨時の安全点検につ 
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いてである。文部科学省から７月２６日に全国の教育委員会に対し、 

消火施設の確認や安全管理体制の点検を求める通知が発出された。こ 

れを受け埼玉県教育局から、市町村教育委員会に対して、火災の未然 

防止に努めるとともに、火災発生時の避難誘導体制の確認と危機管理 

マニュアルや安全点検表等に基づいた臨時の安全点検を実施するよう 

依頼があり、市内全校で以下の５点について重点的に点検を行った。 

１点目は火気及び電気製品の点検、２点目は避難経路の確認、３点目 

は救助袋と避難器具の確認点検、４点目は避難経路上の不要な物品の 

確認、５点目は放送設備の点検である。なお臨時点検の実施と結果に 

ついては、学校日誌に必ず記載するよう指示し、すでに全小中学校か 

ら実施の終了を受けている。 

３点目は、１学期の終業式についてである。７月１６日(木)尾田蒔 

小学校が終業式を迎え、翌１７日(金)にその他の学校が１学期の終業 

式を実施し、無事に今学期を終了することができた。各校では７月２ 

０日の秩父市伝統文化に親しむ日を経て、翌日２１日から夏季休業日 

に入った。今のところ大きな、問題や事故等は起きていない。なお、 

８月１１日(火)から８月１６日(日)の期間はサマーリフレッシュウィ 

ークとなる為、学校は閉庁となる。夏季休業日は８月２４日までで 

翌日２５日から２学期が始まる。 

教育総務課長　：　荒川西小学校の閉校に伴う業務の進捗状況について報告する。荒川 

西小学校は明治６年の創設以来、今年度末で１５３年という長い歴史 

に幕を閉じることとなる。荒川西小学校の歩んできた歴史や教育活動 

などの思い出を記録に残し、後世に伝えるため、閉校記念誌の作成に 

着手した。作成にあたり、株式会社コアと業務委託契約を締結し、「荒 

川西小学校閉校記念事業実行委員会」が主体となり、作業を進めてい 

る。また、地域住民の皆様にも協力を依頼し、各時代の写真も多数提 

供されているとのことである。業務期間は令和９年２月末までとなる 

ので、委託業者と協議を重ねながら、教育委員会としても協力を惜し 

まずに完成を目指していく。 

その他、統合後にスクールバスとして必要となるマイクロバスの購 

入についても契約が完了している。今後も閉校記念碑の建立や閉校記 

念品の作成、スクールバス運行管理業務委託契約の締結など、課題は 

山積しているが、令和９年３月６日に予定される閉校記念式典を経て、 

荒川東小学校との統合が滞りなく迎えられるよう、一つ一つ確実に遂 

行していく。 

学校教育課長　：　児童生徒が使う１人１台端末、Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの使用時間に 

ついて報告する。Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋは家庭学習でも有効に活用さ 

れているが、これまで利用時間の制限を設けていなかった。夜間の長 

時間使用や就寝前の利用については、生活のリズムや睡眠時間への影 
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響が心配されるため、校長会議でも協議し、使用時間に制限を設ける 

こととなった。制限時間は、小学校が夜９時から翌朝６時まで、中学 

校が夜１０時から翌朝６時まで、児童生徒用のＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋ 

の使用、端末へのログインができない状態になる。保護者へは、連絡 

ツール「すぐーる」を使って周知し、７月１７日から制限を開始して 

いる。今後も子どもたちの学びの充実につながるよう、安全性と利便 

性のバランスに配慮しながら、１人１台端末、ＣｈｒｏｍｅＢｏｏｋ 

の更なる有効活用を図っていく。 

保健給食課長　：　１点報告する。 

７月６日(月)に開催された第１回秩父地区結核対策合同委員会につ 
いてである。この委員会は、児童生徒の結核対策を推進するため、秩 
父地域１市４町の教育委員会で組織され、年３回の予定で開催されて 
いる。委員長は、蓮沼医院の蓮沼紀一先生である。各学校から報告の 
あった精密検査対象児童生徒の管理方針などを検討している。また、 
文部科学省の学校における結核対策マニュアルでは、結核高まん延国 
の居住歴が６ヶ月以上ある児童生徒の入学及び転入時には１回の精密 
検査の対象とすることとされ、この委員会の対象となっているが、今 
回の委員会では対象者はいなかった。 

文化財保護課長　：　「武甲山お絵描き会」について報告する。７月２４日(土)、武甲山 
資料館の主催で「武甲山お絵描き会」を開催した。武甲山資料館では、 
夏休みの事業として毎年７月第４土曜日の午前中に、市内の小学生対 
象の武甲山の写生会を開催している。今年度は２３人が参加した。前 
日に雨が降り、当日も昼頃から天気が崩れる予報だったため、武甲山 
が充分に見えないのではないかという懸念があった。早朝は、山の正 
面に大きな雲がかかっていたが、時間とともにその雲もなくなりお絵 
描き会が始まる頃には山が見え、写生会日和となった。また、午前中 
のみの事業であったため、気温についても、その数日前まで続いた猛 
暑も少し落ち着いたこともあり、熱中症の症状を訴える児童や保護者 
もなく、無事に事業を開催することができた。当日は秩父美術家協会 
から２人の先生を講師に迎え、風景を描く時の対象の捉え方や色使い 
など細部にわたって指導いただいた。２人の先生は普段から子どもた 
ちと接することが多く、丁寧で分かりやすい指導を行い、参加した児 
童はもちろん、その保護者も熱心に耳を傾ける姿が、各所で見られた。 

教育研究所長　：　１点報告する。 

秩父地域の３高校紹介動画についてである。昨年度の第２回秩父圏 

域高等学校１市４町連携会議で決まった高校紹介動画が完成した。こ 

の動画の目的は、中学生が地域の高校紹介動画の視聴をすることで、 

中学生の今後の進路の選択の一助となることや、各高校が自校の特色 

をアピールする機会でもある。それぞれの高校は、６分から８分の動 



秩父市教育委員会　　9/10

画で、分かりやすくオリジナリティがあり、気軽に視聴できる。動画 

視聴の方法は、作成したＤＶＤでの視聴、またはＹｏｕＴｕｂｅでの 

視聴が可能である。各中学校へＤＶＤ３枚セットとチラシを配布した。 

学校や家庭で視聴することができる。この動画を視聴し興味を持って 

いただき、更に知りたいことなどを８月３日(月)に実施される秩父３ 

高校個別相談会で、質問や相談することもできる。この個別相談会に 

ついても、案内を送付している。多くの生徒が受験に臨み進学して、 

充実した高校生活を送ってほしいと考えている。 

 

(３)補助執行に関わる報告事項 

教 育 長　：　補助執行に関わる報告事項は、今回、特にない。 

 

【質疑・応答】 

２ 番 委 員　：　教育委員会から県への要望内容は？ 

学 校 指 導 監　：　教職員の経験人事の改善、３クラスの学校でも事務職員を配置して 

ほしいこと、技術系の教員の増員や出張の精選を要望した。 

１ 番 委 員　：　３校紹介動画は、ＹｏｕＴｕｂｅで見られるということだが、一般 

の方は見られるか？ 

教育研究所長　：　見られる。 

 

 

６　議案審議 

教 育 長　：　議案第１８号を議題とする。事務局に議案の説明を求める。 

生涯学習課長　：　議案第１８号「秩父市地区公民館長の委嘱」についての 

提案理由及び説明を述べる。 

教 育 長　：　質問または異議がなければ、この議案を原案どおり可決するこ 

とでいかがか。 

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり） 

異議なしと認め、議案第１８号は、原案どおり可決した。 

議案第１９号を議題とする。事務局に議案の説明を求める。 

学校教育課長　：　議案第１９号「秩父市立学校に勤務する県費負担職員の旧姓使用に 

関する要綱の制定」についての提案理由及び説明を述べる。 

教 育 長　：　質問または異議がなければ、この議案を原案どおり可決することで 

いかがか。 

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり） 

異議なしと認め、議案第１９号は、原案どおり可決した。 

 

 

７　協議事項 
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(１)後援等について 

教 育 長　：　後援等について、説明を求める。 

教育総務課長　：　別紙のとおり、１０件の協議をお願いする。 

教 育 長　：　質問がないようなので、ここで委員の皆様にお諮りするが、全 

ての事業について、後援等を承認することでいかがか。 

（「異議なし」という声あり） 

　　　　　　　　　　それでは、今月の後援等について、ただいまのとおり決したので、

事務局には、今後の処理をお願いする。 
 

(２)８月教育委員会定例会の日程について 

教 育 長　：　定例会の日程について、説明を求める。 

教育総務課長　：　８月教育委員会定例会について、８月２５日(火)午後１時３０分か

ら歴史文化伝承館２階会議室において開催することを御提案させてい

ただく。 

 　　(「異議なし」という声あり) 

教 育 長　：　それでは、８月教育委員会定例会については、８月２５日(火）午後 

１時３０分から、歴史文化伝承館２階会議室にて開催する。 

 

 

８　その他 

　　　　　　特になし 

 

９　閉会 

教 育 長　：　他に付議すべきことがなければ、本日の日程を全て終了する。 

以上をもって、秩父市教育委員会７月定例会を閉会する。


